
上下水道局 当初予算のポイント

１ 水道基盤の強化

管の耐震化・老朽化対策 3,979,035千円（前年度 3,715,445千円）

更新率向上に向けた取組

【継続】債務負担行為の活用 11件【新規】大規模発注、概算数量設計 10件

施設の耐震化・老朽化対策 2,839,462千円（前年度 1,623,618千円）

清水谷津浄水場 非常用発電機の更新

上：更新前、下：更新後

重要施設の耐震化・老朽化対策の実施。

管総延⾧2,600㎞を平均83年（管路更新率1.2％）で更新する目標に向け段階的に加速。

拡充

拡充

３ 「新たな日常」への対応

ポストコロナに対応する取組 4,712千円

次世代型サービスの提供（ICT技術等を活用したコールセンターの導入検討）- 千円（債務負担行為）

技術職員のためのデジタル技術活用研修（全技術職員対象、全３回実施予定）300千円

リモート会議及びテレワークの推進 2,145千円 ほか

新規

設備更新等

土木工事等

実施設計

取水井整備

２ 統廃合の本格的なスタート

施設の小規模化・統廃合によるR3削減額 ▲355,000千円

（谷津山配水池耐震化工事の中止、向敷地配水場用地取得の中止）

「水運用計画」に基づく施設の再構築 139,167千円【再掲】新規

和田島浄水場取水井さく井工事、門屋配水池基本計画策定業務ほか

和田島浄水場

※「１ 水道基盤の強化」に含む。

令和３年度の主な取組 水道事業

４ その他の事業

災害時の情報伝達を強化するマルチ無線機の導入

危機管理体制の強化 1,955千円【再掲】拡充 ※「３「新たな日常」への対応」に含む。

更新加速

災害対策本部（水道部）

老朽管の更新

（単位：百万円） （単位：百万円）

中期財政

収支計画 ①

予算額

②
②－①

中期財政

収支計画 ①

予算額

②
②－①

水道料金 10,001 10,118 117
企業債

（借入金）
3,787 3,787 0

長期前受金戻入 426 434 8
他会計繰入金

（一般会計） 178 380 202

その他収入 443 402 ▲ 41 国庫補助金 70 40 ▲ 30

他会計繰入金

（一般会計）
216 220 4 その他 11 22 11

収入計 11,086 11,174 88 収入計 4,046 4,229 183

人件費 1,244 1,202 ▲ 42 建設改良費 7,107 8,106 999

物件費 4,625 3,762 ▲ 863 企業債償還金 2,357 2,357 0

減価償却費 3,583 3,614 31 その他 200 201 1

企業債利息等 709 629 ▲ 80 支出計 9,664 10,664 1,000

その他 10 10 0

支出計 10,171 9,217 ▲ 954

915 1,957 1,042
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経常損益

収支不足の６４億円は

企業内部の補てん財源を

充当します。

国庫補助金等

１億円

企業債

３８億円

他会計繰入金

４億円

建設改良費

８１億円

企業債償還金

２４億円

その他

２億円

資本的収入

４３億円

（２３億円）

資本的支出

１０７億円

（７３億円）

収益的収入

１１２億円

(１００億円）

水道料金

１０１億円

長期前受金戻入

５億円

他会計繰入金

２億円

人件費

１２億円

減価償却費等

３６億円

純利益

２０億円

物件費

（動力費、委託料、修繕費等）

３８億円

収益的支出

９２億円

（８８億円）

企業債利息等

６億円

その他

４億円

上下水道局 令和３年度予算の概要・主な実施事業

１ 水道事業

（１）当初予算

※各金額を百万円未満四捨五入で表記しているため、

合計額や差引額が一致しない場合があります。

収益的収支

（維持管理の収支）

資本的収支

（建設投資の収支）

全ての水道管の更新工事を資本的支出で実施することとした

ため、増減が大きくなっています。

更新・

耐震化

など

（２）中期財政収支計画と予算との比較

（ ）内は前年度

資料９




